
平成２５年１１月１３日 



＜ １ ＞ 

１．なぜ、５Ｓなのか？・・① 

「心の健康には？」との問いに「人を愛し、働くこと」とフロイトは答えた。 

人の 
役に立つ 

健康で 
楽しい人生 

お金の 
心配はない 

生き 
甲斐 

 ○○のプロとして自己実現。 



＜ ２ ＞ 

１．なぜ、５Ｓなのか？・・② 

Ｋｎｏｗ－Ｈｏｗ ＜ ＤｏーＨｏｗ ＜ Ｄｏ－Ｗｈｙ  大切な順位！ 

「時を守り」 

「場を清め」 

「礼を正す」 

                     教育・哲学者：森信三 

職場再建の３原則 

・・１０分前に到着、５分前に着席 

・・５Ｋ（気づく・素直な心・謙虚・感動・感謝）を磨く 

・・挨拶・返事 



＜ ３ ＞ 

１．なぜ、５Ｓなのか？・・③ 

この「ハイ」という一語によって、その人は「我」を捨てるわけです 

１．朝のあいさつをする子に 
  ⇒それには、先ず、親の方からさそい水を出す 

 
２．「ハイ」とはっきり返事のできる子に 
  ⇒それには、母親が主人に呼ばれたら 
   必ず「ハイ」と返事をすること 
 
３．席を立ったら必ずイスを入れ、 
  ハキモノを脱いだら必ずそろえる子に 
  ⇒それには、親や教師・先輩から実践する（栩野） 
 
                  教育・哲学者：森信三 

躾けの３原則 

立腰教育 
つねに腰骨をシャンと立てること、 
これ人間の根性の入る極秘伝なり 
１．腰骨を立て 
２．アゴを引き 
３．つねに下腹の力を抜かぬこと。 



＜ ４ ＞ 

２．５Ｓって、何なのか？・・① 

「売るもの３つ」・・「会社・商品・自分」・・まず、自分から！ 

整理・・要不要を明確にし、処分すること 
    ⇒ムダなスペース、資金、時間 

整頓・・いつでも取り出せる状態保つこと 
    ⇒探す時間コスト削減！ 

清掃・・隅々まできれいな状態にすること 
    ⇒問題点を発見 

清潔・・「誇り」が持てる状態に保つこと 

躾け・・４Ｓを組織で行い風土化すること 
    ⇒ＰＤＣＡサイクルをまわす 

継続は力なり 

。 

凡事徹底 



＜ ５ ＞ 

２．５Ｓって、何なのか？・・② 

「５Ｓ」を通して「３ム」を取り除きコストダウンを実現する！ 

大きな視点での「５Ｓ」 
 
 
 
 
 
小さな視点での「５Ｓ」 

・「動線」による配置改善 

・「稼働率」による配置改善 

・「ムダ・ムラ・ムリ」取りによる改善 

・身の回りの整理・整頓・清掃 

・小集団による連帯性 

・リーダーシップ 

「こんなものや」 
と思い込んでいる 

「人材育成」の 
ベーシックな課題。 



＜ ６ ＞ 

３．「改善の４人衆」とは 

「できる」と閃いても地道に幾つもの「壁」を乗り越える必要がある。 

・とんでもない事を言い出す人 

・それをできるとヒラメク人 

 

・そのヒラメキをトコトン実践する人 

・モデル化して横展開する人 
 ⇒ＯＪＴチーム・・展開を推進する。 

現場 

管理 



＜ ７ ＞ 

４．５Ｓの位置づけ 

「考えて実践する人」を育成する！ 

１：１.６：１.６２の法則 

５Ｓ 

目で見る管理 

効率化 

第１ステップ 第２ステップ 第３ステップ 

ベース 

ゴール 

工夫 

１.６ 

１.６２
。 

【やらされる】 【気づく】 【考える】 

道具・商品 
・仕掛け 



＜ ８ ＞ 

５．５Ｓの進め方 

表準⇒改善⇒新しい標準⇒さらに改善⇒新標準⇒・・・ 

ビフォー・アフターを明確にする 

座学でベクトル合わせ 

事前調査（表準） 

体制・計画をねる 

経過報告（改善） 

完了報告（新標準） 

次の課題へ ポイントは客観的な視野をもった 
プロジェクトチームで支援し定着させる事。 



＜ ９ ＞ 

６．改善語録① 

「考え」⇒「行動」⇒「経験」⇒「自信」⇒「楽しむ」 

改善は、人づくり、品質づくり 

工程で品質を作り込む 
⇒手戻りがない 

気づき・考える人をつくる 
⇒「ノーＰｌａｎ」ではダメ！ 

儲かる集団をつくる 
  （文殊の知恵） 
⇒「Ｐｌａｎ」があふれる。 



＜ １０ ＞ 

基準を決めることで善悪の判断が出来るようになる！ 

６．改善語録② 

物には、「位置」と「姿」と「期限」がある 

賞味期限 

使って欲しいと訴える 

安全・安心・安定した状態。 



＜ １１ ＞ 

「意識」で見えない金利を稼ぐようになる！ 

６．改善語録③ 

物を大切しない会社は、人を大切にできない 

第１の利益・・「粗利益」 

第２の利益・・「営業利益」 

第３の利益・・「経常利益」 ここに響く。 



＜ １２ ＞ 

「文書管理システム」 で 【知識・経験データベース】化することも重要！ 

６．改善語録④ 

倉庫やファイルすると安心して忘れてしまう 

倉庫やファイルをなくす 

Ｊｕｓｔ ｉｎ ｔｉｍｅ 方式 

在庫はドロボー、仕掛はヤクザ 

見えない資産 

「情報」や「経験」を 
共有化で 

１.６倍・１.６２倍！ 



＜ １３ ＞ 

「お客様」を意識して仕事をする 

６．改善語録⑤ 

あと工程はお客様 

行先が決まっている。 

待たせても、早すぎても迷惑をかける 

品質を込めて渡す 



＜ １４ ＞ 

Ｊｉｔ方式は納期遵守がキー：「信用」＝Σ（信頼）を実践する 

６．改善語録⑥ 

慌て者のミス、うっかり者のミス 

欲しい時に欲しいだけ。 

時間 



＜ １５ ＞ 

３層の役割分担 

６．改善語録⑦ 

アリの目、トリの目、サカナの目 

時流感を磨き新しい方向性を示す。 

全体感を磨き淀みをつくらない 

問題意識を磨き考えて行動する 



４．改善語録⑧ 

＜ １６ ＞ 

「動中の工夫、静中に勝ること幾百千億万倍」 

６．改善語録⑧ 

５ゲン主義：現地・現物・現実・原理・原則 

３分で終わらない議論はすぐにやめて現場へ行け 

事実は命令する 

段取り８割。 



＜ １７ ＞ 

毎日の始業からの手順を「整流化」して行う「風土」づくりベスト！ 

６．改善語録⑨ 

計画の３原則 

 平準化・・毎日、決まった時間で行う 

 標準化・・誰でも同じ手順・技能・時間できるようにする 

 整流化・・リズムを整える 
     ⇒「標準化」されたタスクの順番を決める。 



働く姿をみよ 

 ムリ・・無理な姿勢で作業をしていないか 

 ムラ・・ダンゴ作業になっていないか 

 ムダ・・ムダな動きはしていないか。 

＜ １８ ＞ 

３ムをとるのが改善の基本であり、情報システムの活用も重要な要素！ 

６．改善語録⑩ 



＜ １９ ＞ 

「支援の４原則」はＯＪＴコミュニケーションの基本。 

６．改善語録⑪ 

「支援の４原則」 

 関心を示す・・こちらから声をかける 

 激励をする・・最低「労う」言葉をかける 

 助言をする・・きちんとアドバイスする 

 助力をする・・可能な限り助ける行動をとる 

。 



＜ ２０ ＞ 

「やってみせ、言って聞かせて、させてみて、褒めてやらねば、人は動かじ」 

６．改善語録⑫ 

社員の「やる気」を引き出す方法 
 
１．「ベーシックな仕事」に集中させる 
               
２．話してモチベーションを明確化する 
                    
３．「目標」を与える  

啐啄同時。 
         職場再建の３原則 

「時を守り」・・５分前に着席 

「場を清め」・・５Ｋ（気づく・素直な心・謙虚・感動・感謝） 

「礼を正す」・・挨拶・返事 

                      教育学者：森信三 



＜ ２１ ＞ 

稲盛さんの「成功の方程式」からＡＭＩ流の考え方を付加した図式！ 

６．改善語録⑬ 

「成果」＝「考え方」ｘ「熱意」ｘ「能力」 

時間 

能力 ・知識 
・経験 
・根性 

共通の財産 ＴＨＩＮＫ 成 果 人財 

・勤務時間 
・自由時間 
・基礎時間 

１４４０分 

仕掛け 

パートナー 

責任 

育成 
『新しい能力』 

づくり 《レバレッジ》 

熱意 
ＯＪＴ 

１.６２ 

ＰＬＡＮ 

相手を思う心 

。 



考えるための「３つの‘不’」 

１．不足 

２．不満 

３．不親切 

＜ ２２ ＞ 

つねに「不足・不満・不親切」をキーに糸口をみつける 

６．改善語録⑭ 

充足 

願望。 



儲けるための「５つの視点」 

１．得意な事に集中しているか？ 

２．３つの最適化ができているか？ 

  （コスト・技術＆技能・プロセス） 

３．高い固定費でムダな事をしていないか？ 

４．人材育成が出来ているか？ 

５．３つ以上の価値ポイントがあるか？。 

＜ ２３ ＞ 

稲盛さんの「儲けの５原則」 

６．改善語録⑮ 



＜ ２４ ＞ 

「５Ｓ」というベーシックな事を「知」⇒「好」⇒「楽」へ高める！ 

６．改善語録⑯ 

楽しくなければ仕事ではない 

知識 ：知っているだけでは邪魔 

     「壁」を乗り越えて 

好き ：何事も好きになり 

楽しむ：さらに工夫をこらして 

     「経験」を積む 

他人を思ってＰｌａｎが立てられる。 



＜ ２５ ＞ 

「曇り時々晴れの人生」（京都府亀山市のお寺） 

６．改善語録⑰ 

「一日の働き」＝「今日の食い扶持」 

         ＋「明日への蓄え」 

【こつこつ、じわじわ、いきいき、たんたん】 。 

＝ ＋ ＋ 

長い助走 
身近な目標 
歩き続ける 

首（命）を 
かけて 

高い目標に 
向かって 



戦略： 

＜ ２６ ＞ 

「小集団活動」で競争原理を働かす 

７．戦略フレーム 

戦術： 

戦闘： 

⇒組織展開・投資（設備・環境）・ＰＤＣＡサイクル 

⇒なるべき姿 

⇒小集団活動（定期的） 
。 



＜ ２７ ＞ 

「凡事徹底」で「人材育成」！ 

８．まとめ 

ＰＤＣＡサイクル
を回し 

継続は力なり！ 

チームで 
活動し 

連帯感をもつ 

３つの‘ム’ 
をとり 

考える集団 

人生に 
「誇り」 

 を持つ。 
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